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５
月
28
日
、
八
峰
町
防
災
訓
練
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
波
苑
」
を
主
会
場
に
、

日
本
海
沖
合
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
秋
田

県
沿
岸
に
「
大
津
波
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た

と
い
う
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
松
波
苑
の
入
居
者
を

は
じ
め
、
施
設
職
員
、
八
峰
消
防
署
、
町
消

防
団
、
地
域
住
民
な
ど
１
５
０
名
の
方
々
か

ら
参
加
い
た
だ
き
、
八
峰
消
防
署
の
解
説
を

ま
じ
え
な
が
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
車
い
す
で

の
避
難
訓
練
、
町
消
防
団
に
よ
る
火
災
防
御

訓
練
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沿
岸
部
の
自
治
会
に
お
い
て
も
、

各
自
治
会
独
自
の
計
画
に
よ
る
津
波
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
松
波
苑
の

施
設
利
用
者
並
び
に
職
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
八
峰
消
防
署
、
町
消

防
団
、
警
察
、
交
通
指
導
隊
、
地
域
住
民
の

皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
季
の
全
町
一
斉
清
掃
が
４
月
16
日
に
行

わ
れ
、
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
様

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

例
年
の
よ
う
に
八
森
地
区
に
お
い
て
は
町

内
の
側
溝
の
泥
上
げ
や
漂
着
ご
み
等
地
域
周

辺
の
清
掃
を
、
峰
浜
地
区
に
お
い
て
は
地
域

の
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い
集
め
、
指
定
場

所
に
運
搬
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
が
約

１
，
１
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
不
燃
ご
み
が
約

１
、
５
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
昨
年
に
比
べ

る
と
可
燃
ご
み
で
約
７
９
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

不
燃
ご
み
で
約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
少
し

ま
し
た
。
全
体
で
は
約
８
９
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

粗
大
ご
み
も
多
く
、
引
き
続
き
マ
ナ
ー
の
向

上
や
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。

　

一
斉
清
掃
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
が
ん
検
診
の
平
成
28
年
度
受
診
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
対
前
年
比
２
・

９
％
減
の
48
・
４
％
、
子
宮
が
ん
検
診
は

６
・
１
％
減
の
41
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
肺
が
ん
検
診
は
対
前
年
比
２
・
３
％
増

の
42
・
９
％
、
胃
が
ん
検
診
は
１
・
７
％
減

の
30
・
１
％
、
大
腸
が
ん
検
診
は
０
・
７
％

増
の
42
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

に
比
べ
、
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
の
受
診

率
が
減
少
す
る
な
ど
、
全
体
的
に
受
診
率
は

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
肺
が
ん
、
大
腸
が

ん
の
受
診
率
は
国
の
目
標
受
診
率
40
％
を
超

え
て
お
り
、
受
診
を
勧
め
る
コ
ー
ル
リ
コ
ー

ル
事
業
の
影
響
が
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
今

後
も
対
象
部
位
を
拡
大
し
な
が
ら
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
早
期
発

見
早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
お
が
る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ホ
ダ
製
造
建
屋
と
事
務
所
棟
に
つ

い
て
は
、
県
の
営
繕
工
事
単
価
が
５
月
１
日

か
ら
変
更
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
設
計
金
額

の
見
直
し
を
行
い
工
事
発
注
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
培
養
棟
と
栽
培
棟
に
つ
い
て
は
、

ホ
ダ
の
製
造
個
数
を
確
保
し
つ
つ
、
建
設
費

を
節
減
す
る
た
め
、
建
築
面
積
や
構
造
、
材

料
な
ど
を
精
査
・
検
討
し
た
結
果
、
全
体
予

算
額
の
７
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
節
減
で
き
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ダ
製
造
建
屋
を
始
め
と
す
る
す
べ
て
の

建
物
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
早
々
に
試
験
操

業
を
開
始
で
き
る
よ
う
、
年
内
の
工
事
完
成

を
目
指
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
湧
出
し
た
「
八
森
い
さ
り
び
温

泉
」
分
析
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

泉
温
は
56
・
８
度
と
高
温
泉
に
分
類
さ

れ
、
湧
出
量
は
動
力
揚
湯
で
毎
分
２
５
０
リ

ッ
ト
ル
、
ｐ
Ｈ
（
ピ
ー
エ
イ
チ
、
水
素
イ
オ

ン
濃
度
）
値
は
７
・
１
の
中
性
で
あ
り
、
泉

質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
酸
塩
・
塩
化
物
温
泉

で
す
。
知
覚
的
試
験
で
は
、
微
褐
色
透
明
、

無
臭
で
微
弱
な
塩
味
を
有
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

浴
用
の
泉
質
別
適
応
症
と
し
て
は
、
き
り

き
ず
、
末
梢
循
環
障
害
、
冷
え
性
、
う
つ
状

態
、
皮
膚
乾
燥
症
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
測
定
に
お
い

て
、
ガ
ス
の
発
生
は
検
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
、
既
存
の
源
泉

と
比
較
し
泉
温
が
10
度
ほ
ど
高
い
ほ
か
は
、

各
種
成
分
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
じ
数
値
が
示
さ

れ
て
お
り
、
現
在
利
用
し
て
い
る
温
泉
と
同

質
の
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
に
統
合
に
よ
り
開
所
し
た

八
森
子
ど
も
園
は
、
な
お
一
層
の
良
質
か
つ

適
正
な
内
容
及
び
水
準
の
特
定
教
育
・
保
育

事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
間
の
職

員
の
研
修
や
研
鑚
を
経
て
、
今
年
度
４
月
１

日
に
、
保
育
児
童
数
59
名
、
職
員
が
園
長
以

下
24
名
を
も
っ
て
、
幼
稚
園
機
能
と
保
育
所

機
能
の
両
方
を
合
わ
せ
も
つ
単
一
の
施
設

「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
保
幼

小
の
連
携
を
推
進
し
、
幼
児
保
育
・
教
育
の

拠
点
と
し
て
、
な
お
一
層
の
充
実
を
図
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
峰
浜
地
区
の
子
ど
も
園
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
「
峰
浜
地
区
子
ど
も
園

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
か
ら
の
「
統

合
す
べ
き
、
更
に
園
舎
は
新
築
す
べ
き
」
と

の
答
申
を
基
に
、
統
合
の
時
期
、
建
設
場
所

そ
し
て
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど
、
早

急
に
検
討
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
加
速
や
、
そ
れ
に
伴
う
人

口
の
減
少
は
、
学
校
に
お
い
て
も
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
も
は
や
学
校
だ
け
で
は
教
育
を

語
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
地
域
を
も
っ
て
支

え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
地
域
と
一
体
と
な

っ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
平
成
29

年
３
月
に
八
峰
町
学
校
運
営
協
議
会
規
則
を

制
定
し
、
町
内
全
て
の
学
校
に
協
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
５
月
17

日
に
、
地
域
住
民
、
学
校
長
、
保
護
者
会
代

表
、
学
識
経
験
者
等
20
名
を
委
員
と
し
て
委

嘱
し
た
の
ち
、
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
を

開
催
し
、
当
町
の
学
校
運
営
協
議
会
の
取
組

等
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
概
要
説
明
を
行
い
、
続
い

て
各
校
が
教
育
目
標
及
び
学
校
経
営
方
針
、

教
育
課
程
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
、

協
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

今
後
３
回
の
協
議
会
と
２
回
の
講
師
を
招
聘

し
た
会
議
等
の
開
催
を
計
画
し
、
各
校
の
特

色
あ
る
教
育
実
践
を
大
切
に
し
つ
つ
、
よ
り

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
り
、
将
来

の
八
峰
町
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、

持
続
可
能
な
学
校
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
、
昨
年
度
末
ま
で
校
長
職

を
勤
め
ら
れ
、
最
も
地
域
に
明
る
い
地
元
出

身
の
川
尻
茂
樹
氏
を
適
任
者
と
し
て
任
命
し

ま
し
た
。　

各
自
治
会
な
ど
の
協
力
の
も
と

　
　
　
　

八
峰
町
防
災
訓
練
を
実
施

「
八
森
い
さ
り
び
温
泉
」
分
析
結
果　
　
　
　
　
　
　
　

　

泉
質
な
ど
は
現
在
の
源
泉
と
同
質

早
朝
か
ら
多
く
の
町
民
が
参
加　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
春
季
全
町
一
斉
清
掃

平
成
28
年
度
が
ん
検
診
受
診
状
況

　
早
期
発
見
早
期
治
療
の
た
め
に

お
が
る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　
年
度
内
に
試
験
操
業
を
開
始
予
定

八
森
地
区
の
八
森
子
ど
も
園

　

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト　

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
開
催

よ
り
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ

八峰町６月議会定例会

町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町６月議会定例会が14日から16日までの会期で開かれ、町長の
行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

各
会
計
の
歳
入
歳
出
と
も
に
事
業

確
定
な
ど
に
伴
う
補
正

八
峰
町
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

八
峰
町
犯
罪
被
害
者
等
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

７
，
１
５
６
万
円
１
千
円
を
増
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

旧
八
森
子
ど
も
園
の
解
体
工
事
、

担
い
手
育
成
応
援
事
業
補
助
金
、

雇
用
創
出
活
動
支
援
事
業
補
助

金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
補
助
金
、
ぶ
な
っ
こ
ラ

ン
ド
改
修
事
業
費

平
成
29
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算・
八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定

　

２
４
３
万
円
を
増
額

・
公
共
下
水
道
事
業

　

３
０
９
万
９
千
円
を
増
額

・
町
営
診
療
所

　

４
千
円
を
増
額

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特

別
会
計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

報
告

６
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　

提
出
し
た
主
な
議
案
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下水道に加入しよう
PART.2

八峰消防署からのお知らせ

　町では、皆さんの生活環境や自然を守るため、重要なライフラインである下水道の整備と加入促進を進めています。
　下水道事業について、町民の皆さんにご理解とご協力をいただくため、先月号から連載でご紹介しています。２
回目の今回は、公共下水道・農業集落排水・漁業集落排水区域の下水道に接続する際にかかる費用等についてお知
らせします。
■下水道接続に伴う費用は３つ
　受益者分担金・下水道使用料・排水設備工事費
　今月号では、受益者分担金と下水道使用料についてお知らせします。
■受益者分担金
　受益者分担金は、下水道が整備されたことによって直接利益を受ける区域の皆さん（受益者）にも、下水道の
建設費等の一部をご負担いただくもので、供用開始後に一度だけ納めていただくものです。対象区域の方には、
供用開始後すでに納付書を送付しており、一括又は分割（５年間）でご納付いただいております。
　まだ、全額ご納付していない方につきましては、お早めにご納付くださるようお願いします。
■下水道使用料
　下水道に接続し、使用を開始された方には、下水道使用料を納めていただきます。使用料は処理施設の維持管
理、修理費等に充てられます。
■下水道使用料はどのように決められるの？
　使用料は、使用水量に基づいて決められます。
①水道水のみを使用されている場合
　水道水の使用水量が、そのまま下水道の使用水量になります。
②水道水と井戸水を併用されている場合
　水道水の使用水量と世帯人数に応じた認定水量（4㎥/人・月）を足した水量になります。
③井戸水のみを使用されている場合
　世帯人数に応じた認定水量（10㎥/人・月）になります。
　ただし、計量器（メーター）を設置している場合は、①と同じになります。
■下水道使用料の単価は？

※上記で算定した額の10円未満を切り捨てた額（税込み）
■下水道使用料の計算例

　下水道は、皆さんに接続していただいて、初めて十分な効果が発揮されます。供用開始区域内の皆さんには、
一日も早い下水道への接続にご協力をお願いします。
　来月号では、排水設備工事について、分かりやすくお知らせする予定です。

■問合せ先　　八峰町建設課　☎76－4610

 基本使用料 ～10㎥ 1,620円

 従量使用料（１㎥につき） 10㎥～ 162円

 
①
 水道水のみの使用水量が20㎥の場合 3,240円 38,880円

  水道水のみの使用水量が30㎥の場合 4,860円 58,320円

  水道水と井戸水の併用で水道水の 
4,530円 54,360円

 
②
 使用水量が20㎥、2人世帯の場合

  水道水と井戸水の併用で水道水の 
5,830円 69,960円

  使用水量が20㎥、4人世帯の場合

 
③
 井戸水のみで2人世帯の場合 3,240円 38,880円

  井戸水のみで4人世帯の場合 6,480円 77,760円

区　　分（月額・税込）

１ヶ月当たりの使用水量 １ヶ月当たり １年間で

水　量 料　金

≪火遊びによる事故が増加中！　夏休みに気をつけて！≫
　子ども達にとって待ちに待った夏休みがやってきます。夏休みは学校や勉強から解放されて、
学校以外での様々な体験ができる機会です。一方で子どもたちの気も緩みがちになり、思わぬ事
故に巻き込まれる心配があります。事故がない楽しい夏休みを過ごせるように、下記の注意事
項を守りましょう。

※保護者の方へ
　夏休み期間中、子ども達の自由時間が多くなる分、危ない目に遭う危険が高くなります。大人が、
子どもにどんな危険があるのか丁寧に指導し、子ども自身が自分の身を守るために必要なことを教
えてあげて下さい。

■問合せ先　　能代山本広域市町村圏組合　八峰消防署　☎76－3119

１　家の近くや燃えやすい物のある場所で花火遊びをしない
２　花火に書いてある注意事項を守る
３　花火は必ず大人と一緒に遊ぶ
４　マッチやライターを持ち歩かない
５　子どもの手の届くところにマッチやライターを置かない

夏休み期間中の火災予防及び
　　　　　　　事故防止について
夏休み期間中の火災予防及び
　　　　　　　事故防止について



八峰町では｢貸したい空き家｣＆｢売りたい空き家｣
　　　　　　　　　　　　　を募集しています！
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八峰町では｢貸したい空き家｣＆｢売りたい空き家｣
　　　　　　　　　　　　　を募集しています！

　八峰町では、定住対策の一環として、U・Iターンや田舎暮らしを希望される方々へ、町内の空き
家（賃貸･売却が可能な物件）を紹介しています。
 『空き家の管理が大変なので、誰かに貸したい･･･』などの要望がありましたら、お気軽にご相談く
ださい。

　資産運用と管理
・空き家を貸し出し、家賃収入を得ることで、固定資産税の支出などに充てることができます。
・人が住まなくなると、家はあっという間に老朽化が進みます。資産の維持のためにも、“入
居者に管理してもらう”という気持ちで貸し出してはいかがでしょうか。

　地　域　貢　献
・地域内に空き家が多くなると、防犯･防災上の問題や、集落の景観悪化の問題などが心配され
ます。人が移り住むことで、これらの問題の対策につながります。
・八峰町の人口は年々減少しています。空き家バンクを活用して、町外から定住希望者が移り
住んでくることで、地域の活性化が見込めます。

■問合せ先　八峰町企画財政課　企画係　☎76－4603

◆　空き家バンク制度の概要　◆

現　地　調　査
↓

危 険 度 判 定
↓

耐　震　診　断
↓

平 面 図 作 成
↓

登録シート作成
↓

空き家バンク登録
（ホームページ掲載）

空
　
き
　
家
　
所
　
有
　
者

空
き
家
を
探
し
て
い
る
人

八峰町
空き家
バンク①登録申込

当事者同士での契約交渉

②利用申込

③連絡調整③連絡調整

公益財団法人　秋田県市町村振興協会

〈バンク利用の流れ〉
①申込み用紙に必要事項（※）を
記入していただきます。

※築年数、間取り等について、わ
かる範囲で記入していただきま
す。

②利用希望者から申込みがあれば、
所有者の方にお知らせします。

③所有者と利用希望者で交渉をし
ていただきます。

広報はっぽう　2017.7月号 6

加
者
募
集
！

参



あきた白神まつり
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ご自宅での家族法要に最適な

お寿司・お刺身
　　オードブル承ります

でお手伝い
会席すし折詰

連載 第77回

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
町
の
留
山

や
二
ツ
森
の
魅
力
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。

　

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
（
海
岸
）

を
巡
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
合
計

で
16
人
が
参
加
し
、
普
段
何
気
な
く

眺
め
て
い
る
海
岸
の
秘
密
を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
白
神
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
「
濤
安

の
乙
女
」
な
ど
を
見
学
し
、
日
本
海

が
も
た
ら
し
た
景
観
や
災
害
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
か
ら
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
八
峰
町
や

白
神
山
地
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
　
輪
　
拓
　
磨

　

〒
０
１
８̶

２
６
３
２

　

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

TEL
０
１
８
５̶

77̶

３
０
８
６

あ
き
た
白
神
ま
つ
り
開
催
！

　

６
月
11
日
に
２
０
１
７
あ
き
た
白

神
ま
つ
り
が
八
峰
町
御
所
の
台
ふ
れ

あ
い
パ
ー
ク
（
あ
き
た
白
神
駅
）
を

会
場
に
秋
田
県
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
多
く
の
人
が
会
場
を
訪

れ
、
白
神
山
地
の
恵
み
を
受
け
た
食

材
や
秋
田
ヤ
ー
ト
セ
、
ハ
タ
ヨ
ガ
な

ど
の
出
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
留
山
、
御
所
の
台
、
八
峰
白
神

ジ
オ
パ
ー
ク
（
海
岸
）
を
巡
る
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
白
神
山
地
の

魅
力
と
保
全
の
大
切
さ
を
発
信
す
る

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
会
場

に
は
食
品
ブ
ー
ス
の
他
に
、
と
う
ふ

作
り
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど

の
体
験
ブ
ー
ス
が
並
び
、
訪
れ
た
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
当
日
は

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
も
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
し
て
当
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
語

る
白
神
の
魅
力
」
と
題
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
八
峰
町
白
神
ガ

イ
ド
の
会
の
辻
正
英
さ
ん
と
地
主
武

玄
さ
ん
が
白
神
山
地
に
生
息
す
る
動

植
物
や
ブ
ナ
の
原
生
林
に
つ
い
て
解

０
１
５
年
に
全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を

対
象
に
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

に
よ
る
と
「
総
合
」
が
一
番
多
く
56

％
、
次
い
で
「
地
学
分
野
」
が
38
％
、

続
い
て
「
社
会
科
（
地
理
以
外
）
」
、

「
地
理
分
野
」
と
い
う
結
果
で
し
た

（※

小
数
点
以
下
省
略
）
。
ま
た
、

単
な
る
「
地
域
学
」
で
は
な
く
、
地

球
規
模
の
ス
ケ
ー
ル
で
地
域
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク

に
よ
る
教
育
の
特
徴
で
す
。

　

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
学
校

教
育
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
出
前
授

業
「
火
山
の
噴
火
実
験
」
や
、
野
外

教
室
「
植
物
化
石
を
探
そ
う
！
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ

り
い
っ
そ
う
地
域
の
教
育
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
教
育

　

５
月
22
日
に
千
葉
県
幕
張
で
開
催

さ
れ
た
第
10
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全

国
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
「
持
続
可
能
と
は
？
ま
た

そ
の
教
育
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

ジ
オ
パ
ー
ク
が
教
育
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が

平
成
29
年
３
月
31
日
に
改
定
さ
れ
、

小
学
校
は
32
年
度
か
ら
、
中
学
校
は

33
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
要
領
で
は
「
持
続
可
能
な
社

会
」
と
い
う
文
言
が
繰
り
返
し
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ジ
オ
パ
ー

ク
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
持
続
可
能

な
地
域
社
会
づ
く
り
」
は
学
校
教
育

で
よ
り
重
点
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
地
域
に
あ
る
自

然
・
文
化
を
活
用
し
て
、
大
地
の
成

り
立
ち
と
そ
の
上
に
暮
ら
す
人
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
分
野
を
横
断
し
た
総
合
的
な

学
習
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
中
学
校
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の

教
科
的
位
置
づ
け
」
に
つ
い
て
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
２

あきた白神まつりで
行われたトークショー

八峰町のなかまたち
石川郷土芸能保存会

八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業本多造園土木　株式会社

クローズアップ

地元に貢献するという
理念を持って

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます

　
　

設
で
も
何
で
も
、
地
元

　
　

に
貢
献
す
る
と
い
う
理

念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

仕
事
に
取
り
組
む
思
い
を

話
す
の
は
、
本
多
造
園
土
木

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
本
多
弘
美
さ
ん
（
内

荒
巻
）
。
同
社
は
昭
和
57
年

３
月
に
創
業
、
平
成
26
年
に

法
人
化
し
ま
し
た
。
本
多
さ

ん
は
平
成
12
年
か
ら
代
表
を

務
め
る
と
と
も
に
、
内
荒
巻

で
農
家
民
宿
「
花
み
ず
き
」

も
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
造
園
業
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
も
の
か
質
問
す
る
と
、

「
『
造
る
園
』
と
い
う
と
お
り
、

木
を
植
え
る
、
芝
を
張
る
と
い
っ

た
緑
化
な
ど
で
す
。
植
木
を
扱
う

業
者
の
方
と
の
取
引
や
、
付
き
合

い
の
あ
っ
た
お
客
さ
ん
の
植
木
の

剪
定
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
」
と
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
で
働
く
従
業
員
は
町
内
外

　
　

の
６
名
。
現
在
も
入
社
希
望

者
を
新
卒
・
中
途
に
関
わ
ら
ず
募

集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休

業
の
取
得
な
ど
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
と
し
て
、
平
成
28
年
に
は

「
あ
き
た
子
育
て
支
援
企
業
」
と

し
て
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
社
の
事
務
の
ほ
か
、
「
花
み

ず
き
」
を
経
営
す
る
本
多
淳
子
さ

ん
は
、
「
う
ち
の
会
社
は
少
人
数

だ
か
ら
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
農
家
民
宿
も
、
都
会
の
人

と
触
れ
合
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

て
良
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
　

後
に
、
造
園
業
の
や
り
が
い

　
　

に
つ
い
て
本
多
さ
ん
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
木
は
記
念
や
思
い

出
に
な
り
ま
す
。
花
が
咲
い
た
り

成
長
し
た
り
も
す
る
の
で
、
お
客

さ
ん
が
褒
め
た
り
良
か
っ
た
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

本多造園土木株式会社
（峰浜内荒巻字家ノ上41）
TEL 0185－76－3778

・事業内容／造園・とび
土木・土木工事

・主な仕事内容／庭の造
成、緑化、庭木の剪定
などの管理、公共事業、
除雪作業など

　石川地区が中心となった団体で、地区に伝わる「駒踊り」や「奴踊り」を保
存するため、子どもたちへの継承などの活動を行っています。子どもの参加者
はこれまで石川・外林地区でしたが、少子化に伴って募集範囲を広げ、今年か
らは峰浜地区全体に参加希望者を募集しています。
　関東で行われることもあるイベントなどの発表の場では、ステージや音響、
お客さんの状況を見ながら、どのようにすれば喜んでもらえるかパフォーマン
スを変えています。郷土芸能を保存するために基本を守りつつも、楽しくやら
なければ続かないと考え、参加者の自主性を大切にしながら活動しています。

造園業の魅力を語る本多弘美さん

Vol.19

Vol.19

シリーズ

建

こ

最

つ
く

そ
の

中学校でのジオパーク学習の
教科的位置づけ

その他

総合

地理分野

地学分野

社会科
（地理以外）
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６
月
５
日
、
６
日
、
田
中
地
区
の
ふ
れ

あ
い
農
園
で
町
内
の
子
ど
も
園
の
園
児
た

ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
塙
川
子
ど
も
園
の
園
児
た

ち
10
名
は
、
役
場
の
担
当
者
か
ら
苗
の
植

え
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
一
列
に
並
ん

で
苗
を
植
え
始
め
ま
し
た
。
苗
植
え
体
験

の
間
、
自
分
の
植
え
た
苗
を
指
さ
し
て

「
こ
れ
で
い
い
の
？
」
と
尋
ね
た
り
、
真

っ
黒
に
な
っ
た
軍
手
を
面
白
そ
う
に
先
生

に
見
せ
た
り
す
る
園
児
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
並
ん
で
記
念
写
真
を
し
た
後
、

土
で
汚
れ
た
長
靴
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
苗

植
え
体
験
は
終
了
し
ま
し
た
。
秋
の
収
穫

が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

６
月
７
日
、
八
峰
町
役
場
で
八
峰
町
自

衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
、
２
名
の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
相
談
員
は
自
衛
隊
へ
の
入
隊
希
望
者

の
紹
介
の
ほ
か
、
本
人
や
家
族
へ
の
直
接

説
明
や
勧
誘
と
い
っ
た
自
衛
官
募
集
事
務

を
行
い
ま
す
。

　

委
嘱
に
当
た
り
、
自
衛
隊
秋
田
地
方
協

力
本
部
の
今
福
本
部
長
か
ら
は
「
自
衛
隊

に
入
隊
し
て
い
る
間
に
様
々
な
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
地
元
に
戻
っ

て
き
た
若
い
方
々
に
、
日
常
の
会
話
の
中

な
ど
で
も
募
集
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
方
は
次
の
２
名
で
す
。

小
林　

光
男
（
沼　

田
）

佐
々
木
幹
男
（
八
森
１
）

　

６
月
16
日
、
八
森
小
学
校
で
「
人
権
の

花
」
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
権
の
花
」
は
、
法
務
省
が
提
唱
す

る
運
動
で
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
体
得
さ

せ
人
権
思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
児
童
が
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
カ
ト
レ
ア
の
花
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
栽
し
ま
し
た
。
植
栽
に

あ
た
り
、
児
童
代
表
の
門
脇
星
蘭
さ
ん
が

「
相
手
を
思
い
や
り
、
一
人
一
人
の
個
性

を
大
切
に
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

で
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
植
栽

に
は
人
権
擁
護
委
員
も
駆
け
つ
け
、
児
童

た
ち
に
思
い
や
り
の
心
や
命
の
大
切
さ
を

伝
え
な
が
ら
、
一
緒
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

相談員のお２人です

人権のイメージキャラクターが大人気でした

　

６
月
18
日
、
平
成
29
年
度
八
峰
町
消
防

操
法
大
会
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
町
内
の
全
15
分
団
が
、
日
頃
の
操

法
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ

車
の
部
の
２
つ
の
部
で
行
わ
れ
、
各
分
団

は
前
方
に
あ
る
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム

や
動
作
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

■
大
会
の
結
果

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝…

第
５
分
団（
石
川
）

　

準
優
勝…

第
10
分
団（
浜
田
・
本
館
）

　

第
３
位…

第
３
分
団（
田
中
・
沼
田
）

　

第
４
位…

第
15
分
団（
小
入
川
・
岩
館
）

○
ポ
ン
プ
車
の
部

　

優　

勝…

第
１
分
団（
水
沢
）

　

６
月
20
日
、
八
峰
町
役
場
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
八
峰
町
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」（
正
式
名
称
：
全

国
健
康
福
祉
祭
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

種
目
の
交
流
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の

形
成
を
目
指
す
と
い
う
催
し
で
す
。
昭
和

63
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
９
月

９
日
か
ら
の
第
30
回
秋
田
大
会
で
は
、
八

峰
町
・
能
代
市
・
藤
里
町
で
軟
式
野
球
が

共
催
さ
れ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
大
会
に
向
け
て
日
程

や
分
担
を
確
認
し
た
ほ
か
、
参
加
者
へ
の

記
念
品
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
早
朝
、
八
峰
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
池
田
忠
男
会
長
）
が
、
御

所
の
台
に
あ
る
濤
安
の
乙
女
像
周
辺
の
松

剪
定
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

八
峰
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
八
森
町
と
旧
峰
浜
村
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
合
併
し
、
平
成
18
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
経
験
豊
か
な
会
員
が
多
数

在
籍
し
、
臨
時
か
つ
短
期
的
な
様
々
な
仕

事
の
依
頼
を
受
け
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
朝
５
時
30
分
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
有
志
13
名
が
集
ま
り
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
も
な
っ
て
い
る

濤
安
の
乙
女
像
周
辺
の
松
の
剪
定
な
ど
、

７
時
頃
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

機敏な動きは訓練のたまもの

本番に向けて大会運営等を確認しました

秋の収穫が楽しみです

朝早くからの活動ありがとうございました

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

　
　
　

八
峰
町
消
防
操
法
大
会

９
月
９
日
か
ら
い
よ
い
よ
開
催

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

濤
安
の
乙
女
像
周
辺
の
松
を
剪
定

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に　
　
　
　
　

「
人
権
の
花
」
を
植
え
ま
し
た

町
内
の
園
児
た
ち
が

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
体
験

自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　
　

委
嘱
状
交
付
式

と

あ

暑くなる前にエアコンはいかがですか？
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ファガス図書室 峰栄館図書室
新しく入った本のお知らせ

♪♪♪♪♪♪　　新企画☆夏休み・こども図書室イベントはじめます!!　♪♪♪♪♪♪

【絵本、児童書】
【絵本】そらまめくんのはらっぱあそび なかやみわ
【絵本】ドラえもんのポケット　（ドラえもんシリーズ） 坪井裕美
【絵本】だいひょうざんのちいさないえ　（ドラえもんシリーズ） 坪井裕美
【絵本】にじいろでんしゃはっしゃしまーす！ 間瀬なおかた
【絵本】つまんないつまんない ヨシタケシンスケ
【絵本】かさじおやぶんいっけんらくちゃく！ つちだのぶこ
【絵本】かっぱ　えほん遠野物語 北原明日香
【絵本】ざしきわらし　えほん遠野物語 町田尚子
【絵本】とびだせビャクド―！ジッセンジャー 森田まさのり
【児童書】親子で楽しいはじめてのあやとり 福田けい
【児童書】あこがれのお部屋コーデ＆プチリメイク インテリア研究クラブ
【児童書】王女さまのお手紙つき　８巻 ポーラ・ハリソン
【児童書】戦国ベースボール　１巻～９巻 りょくち真太
【児童書】ちびまる子ちゃん劇場　全10巻 さくらももこ
【児童書】ファンタスティック・ビーストと魔法使いの旅 Ｊ．Ｋ．ローリング　
【一般書】（小説、よみもの、実用書）
【小説】アキラとあきら 池井戸潤
【小説】合理的にあり得ない 柚月裕子
【小説】里山奇談 coco
【小説】文学　2017 短編集
【小説】凄腕 永瀬隼介
【小説】かがみの孤城 辻村深月
【小説】掟上今日子の裏表紙 西尾維新
【小説】放課後の厨房男子 秋川滝美
【よみもの】どんな時でも人は笑顔になれる 渡辺和子
【よみもの】遺書　東京五輪への覚悟 森善朗
【よみもの】総理 山口敬之
【よみもの】医者が患者に教えない病気の真実 江田証
【実用書】素材をいかして和服のリメイク ブティック社
【実用書】ずぼらヨガ 崎田ミナ
【実用書】誰でも描ける！パステルアート ＮＨＫまる得マガジン

【絵本、児童書】
【絵本】おたすけこびとのにちようび コヨセジュンジ
【絵本】ほね、ほね、きょうりゅうのほね バイロン・バートン
【絵本】だじゃれ世界一周 長谷川義史
【絵本】からだのふしぎたんけんえほん 阿部和厚
【写真絵本】じゅえきレストラン 新開孝
【児童書】ぼくたちのリアル 戸森しるこ
【児童書】ブナの絵本 大久保達弘
【児童書】クマ大図鑑　体のひみつから人とのかかわりまで PHP研究所
【児童書】名探偵コナン理科ファイル　人のからだの秘密 青山剛昌
【児童書】作って楽しい☆おもしろ工作BOOK ブティック社
【児童書】夏休み！発酵菌ですぐできるおいしい自由研究 小倉ヒラク
【児童書】子どもの手芸バッグと雑貨 寺西恵里子
【児童書】マンガで覚える図解将棋の基本 矢内理絵子
【一般書】（小説、よみもの、子育て、実用書、郷土史）
【小説】満月の泥枕 道尾秀介
【小説】星の子 今村夏子
【小説】ホライズン 小島慶子
【小説】孤道 内田康夫
【文庫小説】アキラとあきら 池井戸潤
【文庫小説】二千七百の夏と冬　上・下巻 荻原浩
【よみもの】魂でもいいから、そばにいて3.11後の霊体験を聞く 奥野修司
【よみもの】考え方　人生・仕事の結果が変わる 稲盛和夫
【子育て】いまどきの子のやる気に火をつけるメンタルトレーニング 飯山ジロウ
【実用書】haru-mi　2017年夏号 栗原はるみ
【実用書】型は牛乳パック！ホットケーキミックスでできるデコクッキー 山崎和代
【実用書】ひとりで着られるゆかたはじめてレッスン 別冊家庭画報
【実用書】自作キャンプアイテム教本 長谷部雅一
【実用書】毎日、ハッカ生活。 北見ハッカ愛好会
【実用書】地形で読み解く日本の城 西ケ谷恭弘
【郷土史】魂のゆくえ　平田篤胤「再生紀聞」を読む 簗瀬均
【郷土史】白神山地　遊歩写真ガイド 泰斗舎

金谷信榮氏の寄付金で購入した本の他に、
寄贈本もご紹介しています。 寄贈本もご紹介しています。

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第135号

 〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時　
　　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉
　■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196－1　　　　☎0185－77－3700
　■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20－1　☎0185－76－2323

※お申込み・お問合せは各図書室へお願いいたします。■ファガス図書室☎77－3700　■峰栄館図書室☎76－2323
夏休みのいちにち、図書室のお仕事を体験してみませんか？

としょしつだより　

この他の新刊図書については、各図書室までお問合せください。

町民グラウンドゴルフ大会

　６月21日、第23回町民グラウンドゴル
フ大会がポンポコ山公園で行われました。
28名の参加者は４コース32ホールのプレ
ーを楽しみました。
≪大会結果≫　※敬称略
男性の部
　優　勝　諸澤　弘
　準優勝　高杉征夫、第3位　山内隆悟
女性の部
　優　勝　伊藤征子
　準優勝　福士幸子、第3位　熊谷信子

アクティブシニア養成講座 開講
　６月24日、アクティブシニア養成講座
がポンポコ山公園で行われました。
　元気で活動的な中高年を目指すための講
座で、この日はノルディックウォーキング
を行ないました。参加した６名は観光協会
職員の指導のもと、公園内をウォーキング
に汗を流しました。
　講座はこの日を含め、全５回おこなわれ
る予定です。

生涯学習講座が行われています

　６月からファガス、峰栄館で生涯学習講
座が行われています。
　今年度は「押し花」や「レクリエーショ
ン運動」、「ペーパーフラワー」、「切り
絵」などが新しく加わりました。
　いずれも講師の指導のもと、和やかな雰
囲気で行われており、受講者にも好評です。

筆ペン講座受講者の皆さん

グループ１（人口～150人）

順位

 １ 本　　館 78.00

 ２ 強　　坂 68.00

 ３ 大久保岱 63.89

参加率（％）自治会

グループ３（人口301人～）

順位

 １ 岩館第二 72.61

 ２ 水　　沢 59.93

 ３ 目 名 潟 58.16

参加率（％）自治会

グループ２（人口151～300人）

順位

 １ 岩館第一 86.34

 ２ 椿　　台 71.58

 ３ 立　　石 70.24

参加率（％）自治会

　としょカーんの山崎典康です。とし
ょカーんへの利用者カード登録申込書
が100枚を越えました。ということ
は、図書室を利用している方以外に、
100名の利用者が増えたっていうこ
とですよね。すごいことですよね。
　今後も、二人の司書さんと相談しな
がら、皆さんに満足してもらえる様に
していきたいと思います。たくさんの
リクエストをお待ちしています。よろ
しく！！

　としょカーんの山崎典康です。とし
ょカーんへの利用者カード登録申込書
が100枚を越えました。ということ
は、図書室を利用している方以外に、
100名の利用者が増えたっていうこ
とですよね。すごいことですよね。
　今後も、二人の司書さんと相談しな
がら、皆さんに満足してもらえる様に
していきたいと思います。たくさんの
リクエストをお待ちしています。よろ
しく！！

移動図書館車「としょカーん」だより ●司書のほんのつぶやき●
ファガス図書室 編

☆もうすぐ夏休み！
宿題を楽しくやっつける本、そろえました☆
　大人になると、遠い日の夏休みが恋しくな
ります。宿題はニガテでしたが、それにまさ
るのが夏休み!!　
　宿題だって、ワクワク楽しみながら、完成
できたらサイコーですね。アイデア工作や簡
単手芸、自由研究、読書感想文のヒントにな
る本をそろえました。また、お子さんと一緒
にクッキングを楽しむ本で、つめたいスイー
ツづくりはいかがですか？

■日時　平成29年8月3日（木）　
午前10時から12時

■場所　八森地区⇒ファガス図書室
　　　　峰浜地区⇒峰栄館図書室
■対象　町内の小学3年生～6年生
■定員　各図書室　10名

それぞれの図書室へお申込
み下さい。定員に達した時
点で受付を〆切ります。

♪　ファガス図書室でお楽しみ会をやります。　♪

あつい夏をこわいおはなしとつめたいおやつで楽しもう！！
　こわいおはなしをきいてブルッとしたあと、みんなでつめたいおやつを作
ります。図書室でココロもからだもひんやりすごしましょう。
■日　時　平成29年8月5日（土）　午後2時から4時
■場　所　ファガス図書室　八森字中浜196-1
■定　員　10名　（ファガス図書室へお申込み下さい。
　　　　　定員に達した時点で受付を〆切ります。）
■参加費　おやつ代100円を当日いただきます。

詳細については、小学校経由のおたよりか
図書室のポスターでご確認ください。

■用意するもの　図書室カード
（持っていない人は登録が必要です。）

■こんな事するよ！　
①新しい本の受入。本の帯を貼ろう。
②返却作業をして本棚に本を戻そう。
③本のポップ（紹介文）を作って、お
すすめ本のコーナーを作ろう！

生涯学習だよりはっぽう

自治会チャレンジデー　結果発表！！

　町内自治会を人口規模で３つのグループに分け、そのなかで参加率を競う「自
治会チャレンジデー」の結果を発表します
　各グループの１位の自治会には6月20日の表彰式において、賞状とトロフィー
が授与されました。

≪各グループ上位3位までの結果≫

▽町長杯バスケットボール大会　7/22（土）、23（日）
■会　場：八森体育館（旧八森中学校）
■問合せ：バスケットボール協会（奈良）　☎77－3161
　
▽町民野球大会　7/30（日）、8/6（日）
※6日は準々決勝～決勝
■会　場：町内四球場（始球式：峰浜球場9：30）
■問合せ：八峰町生涯学習課　☎77－3700
　
▽八峰町成人式　8/14（月）
■会　場：八峰町文化ホール（ファガス）
■問合せ：八峰町生涯学習課　☎77－3700
　
▽秋田市町村対抗駅伝 ふるさとあきたラン！
　9/30（土）開 会 式　15：00
　10/1（日）スタート　11：00
■会　場：開会式　男鹿市総合運動公園
　　　　　コース　男鹿市内循環特設コース
■問合せ：八峰町生涯学習課　☎77－3700

行 事 予 定
受講者募集！アクティブシニア養成講座

　アクティブ（元気で活動的）なシニア（中高年）を目指す

ための講座の第２弾です。

2.日本海でのシーカヤック体験

　あきた白神体験センターのイベント「日本海と友だ

ち！」に参加します。会場は岩館海浜プールです。お楽

しみ食づくり体験もあります。

　日　時：7月16日（日）9：00～12：00

　場　所：あきた白神体験センター

　参加費：一人2,000円（用具代、食材代等含む）

　申込み：7月10日（月）まで

　申込先：☎77－3700（生涯学習課）
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平成29年

■７月16日～31日の行事予定

   
役場窓口（一部）開庁

 八峰町役場総務課 午後5：15～午後7：00
 毎月第１および第３火曜日に戸籍・住民票等の発行

    税務会計課  や税金等の支払いなど、役場窓口の一部を時間を
      延長して実施します。
 
 18 火 水沢下介護予防教室 水沢コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。

   あった会 ファガス（シーガル） 午後2：00～午後3：00 読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞かせな      どをします。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
 
   心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：田村鐡夫相談員

19 水
 八森地区健康教室 八森第１コミュニティ 午後1：30～午後3：00 健康に関するお話ほか。八森第１・第２・第３自治会    センター  の方はどなたでも参加ください。

   めんちょこひろば 塙川子ども園 午前10：00～午前11：00 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん      内容：塙川子ども園との交流

   離乳食教室 八森保健センター 受付午前9：30～ 対象：平成29年2月～平成29年3月生まれ     午前10：00 
 
      陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備
 20 木 交流サロン「らべんだー」 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 してお待ちしております。「ほっとした時間を過ごし      たい」「誰かと話したい」「近くに来たついでに」どな
      たでもお気軽にお立ち寄り下さい。

   ほっと健康相談 塙川健康センター 午後1：30～午後4：00 保健師が個別に相談に応じます。お気軽においでく      ださい。担当保健師　大高

 21 金 中浜介護予防教室 中浜コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。
 
22 土 普通救命講習会 八森保健センター 午前9：00～正午 ※詳細は17ページをご覧ください。

      「ぬかもり館」に集まって「お茶を飲みながらおしゃ
   もりのカフェ 椿台コミュニティセンター 午後1：30～午後3：30 べりする」椿台自治会員の交流の場です。椿台自治

 23 日
  「ぬかもり館」  会の方は、どなたでもお気軽においでください。

      「もりのカフェ」ののぼりが目印です。

   いさりびサロン 漁火の館 午前10：00～正午 対象者：岩館第２地区にお住まいの方　　参加費：１人１００円      お茶やおいしいお菓子を用意しております。
 
24 月 のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。

   行政相談 水沢コミュニティセンター 午前9：30～午前11：30 担当：中山朱子委員

   めんちょこひろば 子育て支援センター 午前10：30～午前11：00 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん    「あいあい」  内容：夏祭り
      
 25 火 岩館地区健康教室 岩館生活改善センター 午前10：00～午前11：30 健康に関するお話ほか。岩館自治会の方はどなたで      も参加ください。

   浜田地区健康教室 浜田コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 「健康講話・健康相談」講話テーマ「熱中症予防について」      浜田自治会の方はどなたでも参加ください。

   高野々介護予防教室 高野々公民館 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。

      対象：脳卒中後遺症者
 
26 水

 活き活き健康教室 八森保健センター 午前10：00～午後3：00 内容：健康チェック・リハビリ体操・理学訓練
      ※参加希望者は八森保健センターへ　☎７７－４０５０

   心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：齊藤一義相談員
 
27 木 1歳児健康相談 八森保健センター 受付午前9：30～午前10：00 対象：平成28年6月～平成28年7月生まれ

   立石健康教室 立石コミュニティセンター 午前10：00～午前11：30 健康に関するお話ほか。立石自治会の方はどなた      でも参加ください。

 28 金 畑谷地区健康教室 畑谷生活改善センター 午後1：30～午後2：30 健康に関するお話ほか。畑谷自治会の方はどなた      でも参加ください。

   椿介護予防教室 椿自治会館 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。

 29 土 生活とこころの無料相談会 八森保健センター 午後1：30～午後4：00 ※詳細は14ページをご覧ください。

 30 日 第12回八峰町民野球大会 峰浜野球場ほか3球場 開会式：午前7：30～ 開会式後、ホームラン競争を行います！雨天時は翌週に順延。
      
   行政相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～午前11：30 担当：辻正英委員
 31 月   のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。
   

日・曜日 行　事　名 場　　所 時　　間 内　　　　容

生活とこころの無料相談会
　　　　　　　　　　　　　～平成29年度包括支援相談会～

　臨床心理士、司法書士などの専門家と相談員が、どんな悩みでも
お聴きして、相談者の皆さまの悩みにお応えしていきます。
　悩みを一人で抱えず、相談してください。必ず解決の糸口はあり
ます。相談無料で秘密は厳守いたします。

≪相談会の一例と相談者からの声をご紹介します。≫
　平成25年度から開催されている相談会ですが、さまざまな相談がありました。
　相談内容によって、解決方法を見つけることができるよう専門機関に紹介したりと解
決にむけてすすめています。
［相談者の声］（病気になって働けなくなり、借金もあり、この先の生活に不安がある方）
　相談するのは抵抗があり、一人で悩んでいましたが、思いきって相談してみました。
今まで自分の発想では頭になかったことや、解決法があることが分かったし、話すこと
で気が楽になり、相談してよかったと感じました。

【相 談 員】
　①　経済の相談…秋田なまはげの会会員２名
　　　経済苦・生活苦について債務整理や生活再建に向けた正しい知識を提供し、
　　　解決への道筋を助言します。
　②　心の悩み相談…臨床心理士　北島正人　氏（秋田大学教育文化学部准教授）
　　　心の悩みについて、専門的な知識や技術を用いて相談援助を行います。
【開 催 日】１回目：平成29年 7月29日（土）
　　　　　　２回目：平成29年12月 2日（土）
　　　　　　３回目：平成30年 2月17日（土）
【時　　間】午後１時30分～午後４時
【場　　所】八森保健センター
【相談予約】※なるべく事前にお申込み下さい。（当日申込可）
　①　相談日前日まで
　　　八峰町福祉保健課　健康推進係　保健師まで　☎76－4608
　　　午前８時30分～午後５時15分　＊土・日除く
　②　当日
　　　八森保健センターまで　☎77－4050
　　　午前11時30分～午後２時30分

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　☎76－4608

●多重債務　●法律問題　●経済問題　●家庭問題
●職場の人間関係　●こころの悩み　●若者の問題　など

相談内容
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ェ
ア

　

秋
田
県
で
は
、
県
外
に
在
住

し
秋
田
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
内
企
業
ブ
ー
ス

に
よ
る
企
業
説
明
会
や
個
別
面

談
、
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象

と
し
た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
相

談
ブ
ー
ス
に
よ
る
就
職
相
談
や

移
住
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
方

で
Ａ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
東
京

日
時　

８
月
５
日（
土
）午
前

11
時
〜
午
後
４
時
（
受
付

午
前
10
時
30
分
）

会
場　

浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル

○
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
秋
田

日
時　

８
月
12
日（
土
）午
前

11
時
〜
午
後
３
時
（
受
付

午
前
10
時
30
分
）

会
場　

ア
ト
リ
オ
ン

対
象　

県
外
在
住
で
秋
田
県
内

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
Ａ
タ

ー
ン
希
望
者
（
学
生
も
一
部

参
加
可
）

問　

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田

（
秋
田
県
東
京
事
務
所
）

（
☎
０
１
２
０
―

１
２
２
―

２

５
５
）

●
講
　
　
　
座

普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
の
身
の
周
り
で
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
応
急
手
当
の

正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
も
グ
ル

ー
プ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
22
日（
土
）午
前
９

時
〜
正
午

場
所　

八
森
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
（
中
学
生
以
上
）

内
容　

７
月
19
日（
水
）ま
で
に

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

そ
の
他　

講
習
修
了
者
に
は

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
講
習
当
日

は
動
き
や
す
い
服
装
で
、
開

始
10
分
前
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
・
申　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

　

健
康
推
進
係

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

が
ん
サ
ロ
ン

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

方
が
お
話
を
し
た
り
、
交
流
を

図
る
場
で
す
。

日
時　

８
月
７
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ

ー
２
階
講
堂

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
ほ
か

内
容

◆
ミ
ニ
講
話
（
20
分
程
度
）

　

「
食
事
に
困
っ
た
時
の
ヒ
ン

ト
」
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ

ー
栄
養
科　

技
師
長　

中
山

明
美

◆
交
流
会
（
茶
話
会
）

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

申
込
不
要
で
す
の
で
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問　

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
―

３
１
１
１
）

特
別
支
援
教
育
か
が
や
き
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

　

「
文
字
の
読
み
書
き
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
な
子

ど
も
に
対
し
て
の
効
果
的
な
支

援
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
17
日（
木
）午
前
10

時
〜
午
後
０
時
25
分

場
所　

北
秋
田
市
文
化
会
館

参
加
費　

無
料

問　

北
教
育
事
務
所
（
☎
０
１

８
６
―

62
―

１
２
１
６
）

●
相
　
　
　
談 

18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
巡
回
相
談

日
時　

９
月
５
日（
火
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

能
代
保
健
所

対
象　

18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
ご
本
人
や
そ

の
ご
家
族
な
ど

申
込　

要
予
約
、
先
着
４
名
ま

で
。
平
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
ま
で
受
付
。
匿
名
可
。

問
・
申　

秋
田
県
ひ
き
こ
も
り

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

１
８
―

８
３
１
―

２
５
２
５
）

●
お
知
ら
せ 

町
営
歯
科
診
療
所
の
診
療
時

間
変
更
お
よ
び
休
診
日
の
お

知
ら
せ

○
７
月
12
日（
水
）午
後
５
時
ま

で
○
７
月
22
日（
土
）休
診

問　

八
峰
町
営
歯
科
診
療
所

（
☎
88
―

８
２
１
０
）

今
月
の
納
期

【
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
１
期
、
介
護

保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第
１

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
）
第
１
期
】

７
月
31
日（
月
）

問　

八
峰
町
税
務
会
計
課

（
☎
76
―

４
６
０
４
）

　
　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付

（
更
新
）
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
有
効
期
限
が

「
平
成
29
年
７
月
31
日
」
の
方

は
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

更
新
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

７
月
末
ま
で
に
新
し
い
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
所

得
制
限
に
よ
り
非
該
当
と
な
る

方
に
は
、
非
該
当
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
で
平
成
28
年
中

の
所
得
が
把
握
で
き
な
い
方

（
１
月
１
日
以
降
の
転
入
者

等
）
は
、
前
住
所
地
の
所
得
課

税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
別
途
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。

　

受
給
で
き
る
要
件
や
申
請
の

方
法
、
病
院
で
医
療
費
を
請
求

さ
れ
た
と
き
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
役
場
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問　

八
峰
町
福
祉
保
健
課
福
祉

係
（
☎
76
―

４
６
０
８
）

稲
作
現
地
検
討
会

　

稲
作
育
成
管
理
の
参
考
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

７
月
12
日（
水
）午
後
５

時
30
分
〜
６
時
30
分

場
所　

講
師　

山
本
地
域
振
興
局
農
業

振
興
普
及
課
職
員

問　

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
北
部

営
農
セ
ン
タ
ー
（
☎
76
―

３

１
５
２
）
、
八
峰
町
農
林
振

興
課
（
☎
76
―

４
６
０
９
）

広
域
農
道

←強坂

上畑谷→

大沢→

会場
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お
く
や
み

こ
ん
に
ち
は
　
赤
ち
ゃ
ん
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善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

加
賀
谷　

曖　

羅　
　
（
横　

間
）

【
祐
哉
・
千
草　

長
女
】

日　

沼　

莉　

心　
　
（
中　

浜
）

【
友
和
・
理
恵　

長
女
】

薩　

摩　

臣　

平　
　
（
石　

川
）

【
晃
大
・
奈
緒
美　

二
男
】

菊　

地　

龍
之
助
（
94
）
八
森
２

大　

脇　
　

愛　

（
86
）
八
森
１

斉　

藤　

初　

子
（
69
）
沼　

田

川　

村　

俊　

彦
（
59
）
上
畑
谷

日　

沼　
　

昭　

（
90
）
茂　

浦

石　

岡　

昭　

市
（
84
）
本　

館

白　

鳥　

敬　

男
（
93
）
仲　

村

嶋　

田　

良　

市
（
87
）　

塙　

平　

原　

智
惠
子
（
89
）
滝
の
間

加
賀
谷　

キ　

ヨ
（
88
）
横　

間

藤　

田　

正　

彦
（
77
）
目
名
潟

田　

口　

キ
ク
ノ
（
96
）
目
名
潟

土　

屋　

喜
代
治
（
90
）
滝
の
間

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

木　

村　

鉄　

雄　

（
横　

間
）

亡　

母　

サ　

ツ

田　

村　
　

要　
　

（
大
久
保
台
）

亡　

母　

ル　

リ

工　

藤　

悦　

子　

（
浜　

田
）

亡　

夫　

正　

弘

日　

沼　

昭　

子　

（
茂　

浦
）

亡　

夫　
　

昭　

石　

岡　

照　

実　

（
本　

館
）

亡　

父　

昭　

市

白　

鳥　

裕　

也　

（
仲　

村
）

　
　
　
　

亡
祖
父　

敬　

男

斉　

藤　

智　

美　

（
沼　

田
）

亡　

母　

初　

子

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

藤　

本　

昌　

宏　

（
千
葉
県
）

石　

川　

純　

一　

（
東
京
都
）

丹　

羽　

幸　

子　

（
愛
知
県
）

八
峰
町
へ

﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
と
し
て
﹈

白　

瀧　

智　

崇　

（
大
阪
府
）

冨　

田　

祐　

子　

（
愛
知
県
）

佐　

藤　

成　

信　

（
東
京
都
）

野　

白　

祐　

史　

（
島
根
県
）

池　

田　
　

寛　
　

（
神
奈
川
県
）

米　

山　

重　

仁　

（
静
岡
県
）

向　

山　
　

素　
　

（
神
奈
川
県
）

森　
　
　

淳　

一　

（
茨
城
県
）

河　

野　

雅　

次　

（
山
口
県
）

樋　

口　

安　

成　

（
神
奈
川
県
）

佐　

藤　
　

吉　
　

（
愛
知
県
）

張　
　
　
　

磊　
　

（
大
阪
府
）

高　

橋　

一　

志　

（
東
京
都
）

浅　

葉　

秀　

実　

（
神
奈
川
県
）

城　

所　

久　

男　

（
神
奈
川
県
）

竹　

谷　

賢　

二　

（
東
京
都
）

小　

島　
　

学　
　

（
福
島
県
）

末　

永　

卓　

司　

（
東
京
都
）

池　

田　

晶　

子　

（
東
京
都
）

工　

藤　

美　

明　

（
秋
田
市
）

江
里
口　

和　

実　

（
福
岡
県
）

鬼　

塚　

康　

三　

（
神
奈
川
県
）

下　

原　

俊　

洋　

（
東
京
都
）

6月

（
６
月
30
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口
　
７
，
４
３
０
人（
14
人
減
）

　

●
男　

３
，
４
９
７
人（
12
人
減
）

　

●
女　

３
，
９
３
３
人（
２
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

３
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

14
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

７
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

10
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
０
９
世
帯（
３
世
帯
増
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

■６月７日入札分
○町道田中中央線他区画線設置工事
契約金額　2,376,000円（落札率94.82％）
請負業者　㈲秋田中央ライン
○岩子堰余水吐設置工事測量設計業務委託
契約金額　1,188,000円（落札率79.71％）
請負業者　㈱東亜測量設計

■６月12日入札分
○八峰町未来づくり交付金事業ホダ製造建屋建設工事
契約金額　253,800,000円（落札率96.25％）
請負業者　高田住宅工業㈱
○八峰町未来づくり交付金事業事務所棟建設工事
契約金額　25,682,400円（落札率97.46％）
請負業者　大森建設㈱
○高野々コミセン建築工事設計業務委託
契約金額　1,782,000円（落札率99.03％）
請負業者　㈲成田建築設計事務所

■６月19日入札分
○町道大沢大信田線交差点改良に伴う測量・設計業務
委託
契約金額　5,130,000円（落札率89.28％）
請負業者　㈱北部測量設計
○町道寺ノ後線交差点改良に伴う測量・設計業務委託
契約金額　4,968,000円（落札率91.45％）
請負業者　㈱東亜測量設計

■６月29日入札分
○生活環境保全林保育事業
契約金額　1,015,200円（落札率53.31％）
請負業者　㈲富岳工務所
○八峰町文化ホール冷暖房設備更新工事設計監理業務
委託
契約金額　1,414,800円（落札率72.73％）
請負業者　ササキ設計事務所

町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

！！！！！！町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

はぴ
はぽ

　

み
な
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
藤
真
義
で

す
。

　

着
任
か
ら
３
か
月
が
経
ち
、
部
屋

も
完
成
し
て
、
こ
ち
ら
の
環
境
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
実
は
前
回
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
時
に
は
ま
だ
冷
蔵

庫
も
な
く…

っ
て
余
計
な
話
で
し

た
。

　

変
わ
っ
た
こ
と
・
変
わ
ら
な
い
こ
と

八
峰
町
に
移
住
し
て
３
か
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
変
わ
っ
た
こ
と
・
変
わ

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
や
生
活
環
境
が
変
わ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

冬
か
ら
春
へ
の
変
化
を
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
冬
の
間
枯
れ
て
い
た
木
々
や

色
を
失
っ
て
い
た
山
々
が
色
付
い
て

ゆ
き
、
道
端
の
菜
の
花
が
咲
き
、
水

田
に
水
が
張
ら
れ
て
い
く
。
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
四
季
の
変
化
を

感
じ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

一
方
で
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
生
活

リ
ズ
ム
で
す
。
も
と
も
と
マ
イ
ペ
ー

ス
な
こ
と
も
あ
り
、
前
住
ん
で
い
た

と
こ
ろ
と
変
わ
ら
ず
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

季
節
と
い
え
ば
、
ポ
ン
ポ
コ
山
公

園
で
は
、
先
月
の
中
旬
あ
た
り
か
ら

ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
見
ご
ろ
で
す
。
現
在

は
、
公
園
入
口
の
右
手
奥
に
植
え
ら

れ
て
い
る
、
丈
の
長
い
ス
パ
イ
ク
ラ

ベ
ン
ダ
ー
が
見
頃
で
す
。
２
株
５
百

円
で
刈
り
取
り
体
験
も
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

近
況
報
告

　

最
近
は
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
学

生
団
体
と
の
交
流
会
や
、
鰺
ヶ
沢
町

海
の
駅
わ
ん
ど
の
大
創
業
祭
な
ど
、

他
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

左
の
写
真
は
男
鹿
市
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の
様
子
で
、

自
身
が
ツ
ア
ー
を
考
え
る
際
の
構
成

や
時
間
配
分
・
準
備
な
ど
の
点
で
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
休
み
を
利
用
し

て
県
北
の
各
地
域
に
足
を
延
ば
し
て

い
ま
す
。
外
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
も
の
も
多
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
『
目
指
せ
秋
田
県
25
市
町
村

制
覇
！
』
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋男鹿市モニターツアー

の様子
第17回

あ
い

ら

り

こ

し
ん

ぺ
い

入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　

ホームタンクの点検・修理・洗浄も承ります
お見積りいたします！

キャベツ

今月の　　情報

ナス・トマト
出始めましたさきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店

ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。
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大草グルコサミンゼリー
30本 6,000円+税
大草グルコサミンゼリー
30本 6,000円+税

元気に歩こう！スムーズに活動したい方に

・正座を続けるのが苦痛
・階段の昇り降りがつらい
・座ると立つ事がおっくうになる
・膝や肘に水がたまりやすい
・歩く事がおっくうになってきた
・整形外科に長年通院している

美味しい梅味ゼリーのご紹介です

軟骨成分を手軽に補える
美味しく食べて
関節痛予防を
始めませんか？ 大草グルコサミンゼリー

30本 6,000円+税

歩

昇

座

1日1本
30日分

ホール葬家 族 葬
あたたかく見送るお葬式

ご相談お問い合わせは…

〒018－2676
秋田県山本郡八峰町八森字磯村120－2（あきた白神温泉ホテル敷地内）

TEL.0185－88－8833㈹　ホテル 0185－77－2233

週末ウェディング相談会開催中

ほのかなキャンドルのゆらぎが
大切な方を失った皆様の心にあたたかな希望を灯します

キャンドルフラワー

７月25日（火）７月の“風呂の日”は、
26日（水）です。お一人様250円！

レストランいさりび
＊元気あわび丼　2,180円（税込）
　八峰白神活あわびを丸々1個使用　数量限定

＊海鮮丼　　1,550円（税込）
　海の幸が盛りだくさん

大好評同期会・同窓会
ご予約承り中!

ご予算に合わせてお造り致します。ご予算に合わせてお造り致します。

岩盤浴お得デー

7/24㈪、8/14㈪
岩盤浴と入浴がセット！岩盤浴と入浴がセット！




